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・日本の施設面積・新設施設は減少。僅かな新設施設(約600ha/年)の75%がパイプ
ハウス。複合環境制御導入率も減少傾向が明らかになった。
・成功生産者は、増棟・放棄施設の借受買収で規模拡大。農地同様、施設の小区
画・離散化進む(農家一軒約0.2ha、施設一棟約0.05ha平均、2012年)。
・複合環境制御の普及率が1.4%で、横ばいか減少傾向の状況(2012年)。開発した
環境制御システムがほとんど現場に受け入れられていない。
オランダ化・グローバル化追従でなく、UECSで多様な日本の施設を元気に。
各地域で頑張っている中堅施設生産者に導入して感謝されるシステムに。
複合(統合)環境制御の普及率を2025年に10%にする裾野拡大の目標。



露地農地と同様、離散化・点在化→生産者は軽トラで移動して作業
このような中小規模施設が96%→日本の施設生産を支えている

(上)オランダの園芸団地 (下)日本の園芸団地、同一縮尺

黒崎氏原図提供



施設園芸の環境制御プラットホームUECSは実用化
から12年で普及化技術として定着しつつある
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全体研究目標: 作物、施設方式で代表的な特徴を持つ中
小規模施設を有する６県の各地域でUECSプラットホームを
導入し、地域戦略の達成に向けた実証を行う。

•各地域戦略達成の実証を通じ、中小規模多棟分散の多種多
様な日本型園芸施設に普及可能なUECSプラットホームの機
能を活用した複合(統合)環境制御システムを実用化する。

• 6県の作目・環境制御法に対する環境制御システムの中小規
模施設での実証試験を行い、その達成を目指す。

ワビットが開発製品化したUECS計測制御機器

三基計装が開発
製品化したUECS
計測制御機器→
(ヨシマックス)



UECSが多様な品目、作型、施設に対応
できることを、4品目・6地域・7施設で実証

作物
UECSによるスマート化

実証の必要性

既存施設 新設施設

重装備施設 軽装備施設

トマト

大消費地の多様なニーズ
に応える近郊地域の中小
規模施設の生産性向上と
安定生産。

神奈川県の旧
方式でICT化さ
れた施設

埼玉県での手
動操作を中心と
した施設

イチゴ

輸出商品としての可能性
が高い。多棟分散小規模
施設の施設形態が多い。

香川県の旧方
式でICT化され
た高設養液栽
培施設

山口県の地床
土耕栽培多棟
大規模生産の
施設

キュウリ

生産労力等により大規模
が難しく、中小規模施設
での生産を維持･改善す
る要請が多い。

宮崎県での手
動操作を中心と
した施設

スイートピー

切花輸出量第一位である。
高品質安定生産のための
高度な環境制御の要請が
多い。

岡山県の旧方
式でICT化され
た施設

宮崎県での手
動操作を中心と
した施設



山口県のイチゴハウス団地（５.４ha・２００棟）

㈱べりーろーど
JA山口中央が出資する農業生産法人
2015年よりハウス整備に着手、同年9月より研修中
30人規模の若手新規就農者で構成予定

【地域戦略PJ】
イチゴ大規模ハウス団地による「山口いちご」の生産力強化
→高位安定生産（６t/10a）を到達目標とする。

２ｋｍ

帯状に分散した約50の連棟ハウス
連棟ハウスの平均面積は25a



ハウス内気象計測ノード 外気象計測ノード

制御ノード

サイド開閉装置
温風暖房機
潅水バルブ

リレー インターネット

Cloud Station

UECS統合環境制御モデルハウス
各種ノードを装備（㈱ワビット）



環境モニタリングと制御設定値入力は
クラウド上で実施
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UECS導入による増収効果を確認

各作型で2月末までの増収効果は700㎏/10a（300万）
→目標導入費約100万円/20aとするUECS関連機器の普及性は高い。



キュウリでは局所施用の
コントローラを作成して有効性の
実証研究を実施（宮崎）

スイートピーでは高温対策や落雷対策を
ヒートポンプ制御を利用して実施（岡山県・宮崎県）

トマトではUECS制御により増収効果を確認中（神奈川県・埼
玉県）

イチゴ高設栽培ではUECS対応コントローラ
YoshiMaxを導入して栽培試験を開始（香川）



UECS用ロジック開発ツール（仮）実行画面

※開発中の画面です



複雑なロジックも記述可能
※開発中の画面です



920MHz帯高出力無線センサ子機
（左：強制通風式、右：自然通風式）
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中小規模多棟分散施設のネットワーク化



環境制御コントローラYoshiMaxの改良

ICT非対応型のコントローラをUECSに準拠させてリニューアルさせた試作機

本会場の岡山大学のブースにて展示中



まとめ

・ UECSを活用することで，地域の施設生産にあった環境制御方法の開発と
UECSやICTの有用性を検証中である．

・ 分散する施設の情報を統一的に管理する方法，統合的な環境制御を簡単に
実施するためのツール開発，UECS対応コントローラの改良を実施し，日本の施
設生産現場の実情にあった施設園芸システムの開発を実施中である．

UECSを活用することでICTが身近になり
進化型の施設園芸を普及させたい．
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